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 広葉樹林に対する安心感や期待 
  水土の保全、花粉症の軽減など安心な生活への期待 
  快適な生活に対する広葉樹林への心理的な期待 

 所有者の意識の変化 
  皆伐を避けた森林経営をしたい 
  手間のかからない施業を行いたい 

 政策として、多様な森林の整備を推進  
  針広混交林・広葉樹林化の推進 

社会資本としての広葉樹林

人工林を広葉樹林へと誘導する技術が必要 
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  広葉樹林化技術は未確立である 
  それ以前に、誘導(更新)の可能性を判断する技術が必要 

  過去の天然更新施業技術の検証 

  新たな誘導技術はあるのか 

  天然更新を待つのではなく、生物間の相互作用等を利用し
た施業技術の開発 

  地域性を考慮した環境撹乱を避ける技術開発 

  公益的機能が向上するか評価できるか 
  広葉樹林化に伴う機能変動の評価技術を確立し、明示する
必要 
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２）新しい誘導技術

上木制御：適度な光を林床に
種子散布促進：鳥や獣を使う 

３）技術の総合化と 
情報発信

検証システム：更
新を確実にする

施業モデル：施
業方法を提示

１）更新を予測する技術
適地の抽出：どこが可能か不可能か(林

分の抽出)

可能性判定：天然更新出来るか出来な
いか(林分内での判定)

早期の更新：共生菌の利用
安定更新：種子確保や苗木生産

機能評価：公益的機能の変化

情報発信：意義、
手法、効能の伝達
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1. 流域単位（広域）で適地の抽出は出来ないか？

  どのような林分が分布するか？ 

  施業の履歴はどうか？

  過去の土地利用形態は？

2. 林分単位（ある場所）で更新予測ができないか？

  埋土種子・稚樹・母樹は存在する？ 

  生物間における更新の阻害要因は？ 

  環境条件における更新の阻害要因は？ 

今年度までの 
成果です。 

この後の講演で
発表します。
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1.  自然の遷移の流れを利用した誘導技術  

  動物による種子の散布を促進し、更新を加速させる 
  環境改善（施業）によって更新や成長を加速させる 

2.  新たな人工誘導技術  

  共生微生物を利用して植栽苗の成長を促す  

  遺伝子撹乱に配慮した種子や苗の供給をする

3.  誘導化による公益的機能の評価 

  水土の保全などの機能の変化を明らかにする 
来年度以降 
結果が出ます
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1.  検証システムの開発  

  更新が成功したかどうかを検証できるシステム作り  

2.  誘導施業モデルの作成と普及化 

  誘導するための施業のモデル（流れ図）を作る 
  誘導の可能性や方法等の施業診断マニュアルの作成
とその普及を図る 

  「広葉樹林化」における情報の発信 

最終目標とする
成果です
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１．天然更新を予測する技術 

（１）適地の抽出：更新可能林分のマッピング

広葉樹林（母樹）からの距離 

広葉樹林化の
可能性の判定

基準 

諸塚村

美郷町

椎葉村

門川町

日向市

判定結果のマッピング 
過去の土地利用区分 

i)GISを使って可能
性が高い林分が
抽出できた！

ii)さあ現場
へ行ってみ
よう♪

中間成果
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１．天然更新を予測する技術 

（２）可能性判定：天然更新出来るか現地で判定

iii)現場の状況から、
伐採後の稚樹数は
4000本/haと予測さ

れた！

iV)これなら更新は大
丈夫。でも100本/ha
だったら？ここは獣害
が発生するのでは？

更新促進施業が
必要な場合は次
の課題で（H22以
降成果） 

中間成果

広葉樹林からの距離、植栽樹種、標高、傾斜角等
で稚樹数を予測 
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人工林を広葉樹林へと誘導するための施業の流れ 

天然更新による広
葉樹林化の可能性
があるか？ 

更新・成長の促
進が必要か？ 

植栽：地域性に配慮し
た苗が確保できるか？ 

更新地の土壌は劣
化しているか？ 

菌根菌接種
苗の植栽

放置 更新補助作業

施業取りやめ通常苗の
植栽

更新完了の検証

Yes No 

No No 

Yes 

Yes 

No 

機能変化の評価

Yes 
機能が落ち
るなら施業
の再検討
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　本プロジェクトの
研究成果は、毎年
全国各地で発表し
ていきます。 

HPでも、成果や最
新情報を公開中！


